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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　釣り用リールのリール本体に装着され、リール操作のためのスイッチを含む電気部品と
前記電気部品を接続するための回路基板とが収納された釣り用リールの電気部品収納ケー
スであって、
　前記リール本体に装着され、一面に開口が形成され内部に前記開口を囲むような壁面を
有する収納空間が形成されたケース本体と、
　前記収納空間内部に配置され、前記スイッチの操作を行うために前記開口から露出して
設けられた操作部、前記操作部の周囲に拡がる可撓性を有する拡大部、及び前記拡大部の
縁部から筒状に延び前記壁面に接触するシール部を有するスイッチ操作部材と、
　前記シール部の内側に密着し前記シール部を前記壁面側に押圧して前記壁面に密着させ
るための金属製の筒状の密着部材と、
を備えた釣り用リールの電気部品収納ケース。
【請求項２】
　前記拡大部は、前記操作部を前記回路基板から離反する方向に付勢する、請求項１に記
載の釣り用リールの電気部品収納ケース。
【請求項３】
　前記スイッチは複数設けられ、
　前記スイッチ操作部材は、複数の前記操作部と、複数の前記操作部をつないで周囲に延
びる前記拡大部と、前記拡大部の縁部から前記回路基板に向かって延びる前記シール部と
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を有する、請求項１又は２に記載の釣り用リールの電気部品収納ケース。
【請求項４】
　前記スイッチ操作部材は、一体成形された絶縁性を有する合成樹脂弾性体製である、請
求項１から３のいずれかに記載の釣り用リールの電気部品収納ケース。
【請求項５】
　前記ケース本体は、前記リール本体に装着される第１ケース部材と、前記第１ケース部
材との間で内部に前記回路基板を収納可能であるとともに前記収納空間及び前記開口が形
成された第２ケース部材とを有する、請求項１から４のいずれかに記載の釣り用リールの
電気部品収納ケース。
【請求項６】
　前記スイッチは、前記電気回路に電気的に接続された押しボタン式のスイッチ素子を含
み、
　前記操作部は、前記スイッチ素子の押しボタンを押圧する、請求項１から５のいずれか
に記載の釣り用リールの電気部品収納ケース。
【請求項７】
　前記スイッチは、前記電気回路に構成された固定接点と、前記スイッチ操作部材の操作
部に設けられ前記固定接点に電気的に接触可能な可動接点とを含む、請求項１から５のい
ずれかに記載の釣り用リールの電気部品収納ケース。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、電気部品収納ケース、特に、釣り用リールを操作するためのスイッチを含む
電気部品と電気部品を接続する回路基板とが収納された釣り用リールの電気部品収納ケー
スに関する。
【０００２】
【従来の技術】
　船釣り用に開発された船釣り用のリールには、カウンターケース（電気部品収納ケース
の一例）と呼ばれる水深表示を行うためのケースが搭載されているものがある。カウンタ
ーケースには、電源のオンオフや各種の設定のためのスイッチや液晶表示装置などを含む
電気部品と、電気部品を接続するための回路基板とが収納されており、カウンターケース
の表面には、スイッチの操作部材を表面に露出するための開口が形成されている。このよ
うな釣り用リールのカウンターケースには、海水などの腐食性がある液体が付着しやすい
ので、開口から内部の電気回路に液体が浸入しないようにするために、ケースを防水構造
にする必要がある。
【０００３】
　従来の防水構造を有するカウンターケースは、一般に、リール本体に装着され内部に空
間が形成されたケース本体と、スイッチの操作を行うための操作部を有するスイッチ操作
部材とを有しており、スイッチ操作部材でケース内部をシールしている。
【０００４】
　スイッチ操作部材は、操作部と、操作部と一体形成され操作部の周囲に拡がり操作部を
回路基板から離反する側に付勢するシール部とを有している。ケース本体は、リール本体
に装着される下ケースと、下ケースに装着される上ケースとを有し、上ケースには、スイ
ッチ操作部材の操作部が露出する開口が形成され、内部には開口を囲むような壁面を有す
るスイッチ操作部材を収納するための収納空間が形成されている。
【０００５】
　このような構成の釣り用リールのカウンターケースでは、壁面の先端と回路基板との間
でスイッチ操作部材のシール部を挟むことによってケース内部をシールし、開口から回路
基板への液体の浸入を防止している。そして、壁面と回路基板との間でシール部を確実に
挟むために、回路基板は収納空間の周囲で上ケースに複数箇所でねじ止めされている。
【０００６】
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【発明が解決しようとする課題】
　前記従来の構成では、回路基板を上ケースにねじ止めすることによりシール部を挟んで
シールしているので、ねじ止め部の位置が収納空間から遠い位置にあると、シール部を挟
む力が弱くなり、回路基板と壁面の先端とのシール不良が発生することがある。このため
、前記従来の構成では、シール不良を防止しようとすると、収納空間の周囲に多くのねじ
が必要になり、ねじの本数が多くなる。
【０００７】
　一方、回路基板は比較的薄い合成樹脂製であるので、ねじ止め等の際に外力が作用する
と回路基板が変形することがある。回路基板が変形すると、回路基板に形成された配線の
短絡や断線などの電気的不良や半田付けされた素子の破壊が生じるおそれがある。シール
不良を防止するためにねじの本数が多くなると、回路基板が変形しやすくなり、電気的不
良や素子の破壊が生じるおそれがある。
【０００８】
　本発明の課題は、回路基板の変形を抑えて電気部品収納ケースを確実にシールできるよ
うにすることにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　発明１に係る釣り用リールの電気部品収納ケースは、釣り用リールのリール本体に装着
され、リール操作のためのスイッチを含む電気部品と電気部品を接続するための回路基板
とが収納されたケースであって、ケース本体と、スイッチ操作部材と、密着部材とを備え
ている。ケース本体は、リール本体に装着され、一面に開口が形成され内部に開口を囲む
ような壁面を有する収納空間が形成されたものである。スイッチ操作部材は、収納空間内
部に配置され、スイッチの操作を行うために開口から露出して設けられた操作部、操作部
の周囲に拡がる可撓性を有する拡大部、及び拡大部の縁部から筒状に延び壁面に接触する
シール部を有する部材である。密着部材は、シール部の内側に密着しシール部を壁面側に
押圧して壁面に密着させるための金属製の筒状の部材である。
【００１０】
　この電気部品収納ケースでは、スイッチ操作部材の開口から露出する操作部を押圧する
と、拡大部で撓んで回路基板側に移動し、回路基板に接続されたスイッチがオンする。こ
の開口から液体が浸入しても、拡大部の縁部から筒状に延びて壁面に接触するシール部が
密着部材により押圧されてケース本体の壁面に密着しているので、壁面とシール部の隙間
から回路基板側に液体が浸入しにくくなる。ここでは、筒状のシール部を密着部材により
壁面に密着させてシールしているので、回路基板を固定するねじでシール部を押圧する必
要がなくなる。このため、回路基板を装着するためのねじを最小限に抑えることができ、
回路基板の変形を抑えて電気部品収納ケースを確実にシールできる。
【００１１】
　また、硬質の金属製の筒状の密着部材により壁面側に密着させるので、シール部のほぼ
全面を押圧することができ、シール部でのシール性能が向上する。
【００１２】
　発明２に係る釣り用リールの電気部品収納ケースは、発明１に記載のケースにおいて、
拡大部は、操作部を回路基板から離反する方向に付勢する。この場合には、別に付勢部材
を設けることなく、スイッチオン後に操作部を回路基板から離反する方向に移動させるこ
とができる。
【００１３】
　発明３に係る釣り用リールの電気部品収納ケースは、発明１又は２に記載のケースにお
いて、スイッチは複数設けられ、スイッチ操作部材は、複数の操作部と、複数の操作部を
つないで周囲に延びる拡大部と、拡大部の縁部から回路基板に向かって延びるシール部と
を有する。この場合には、複数の操作部がまとめてシールされるので、ケースのシール構
造が簡素になる。
【００１４】
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　発明４に係る釣り用リールの電気部品収納ケースは、発明１から３のいずれかに記載の
ケースにおいて、スイッチ操作部材は、一体成形された絶縁性を有する合成樹脂弾性体製
である。この場合には、スイッチ操作部材が合成樹脂弾性体製であるので、操作部と拡大
部とシール部とを簡単に一体成形できるとともに、各部の間の隙間が無くなりシール性能
が向上する。
【００１５】
　発明５に係る釣り用リールの電気部品収納ケースは、発明１から４のいずれかに記載の
ケースにおいて、ケース本体は、リール本体に装着される第１ケース部材と、第１ケース
部材との間で内部に回路基板を収納可能であるとともに収納空間及び開口が形成された第
２ケース部材とを有する。この場合には、２つのケース部材によりケース本体を構成して
いるので、ケース本体に回路基板やスイッチ操作部材を収納しやすくなる。
【００１６】
　発明６に係る釣り用リールの電気部品収納ケースは、発明１から５のいずれかに記載の
ケースにおいて、スイッチは、回路基板の電気回路に電気的に接続された押しボタン式の
スイッチ素子を含み、操作部は、スイッチ素子の押しボタンを押圧する。この場合には、
スイッチ素子の押しボタンを操作部が押圧するだけでよいので、スイッチ操作部材の構成
が簡素になる。
【００１７】
　発明７に係る釣り用リールの電気部品収納ケースは、発明１から５のいずれかに記載の
ケースにおいて、スイッチは、電気回路に構成された固定接点と、スイッチ操作部材の操
作部に設けられ固定接点に電気的に接触可能な可動接点とを含む。この場合には、スイッ
チ操作部材と固定接点とでスイッチを構成できるので、スイッチの構成が簡素になる。
【００１８】
【発明の実施の形態】
　図１及び図２において、本発明の一実施形態による電動リールは、外部電源から供給さ
れた電力により駆動されるとともに、手巻きリールとして使用するときの電源を内部に有
するリールである。また、電動リールは糸繰り出し長さ又は糸巻取長さに応じて仕掛けの
水深を表示する水深表示機能を有するリールである。
【００１９】
　電動リールは、釣り竿Ｒに装着可能なリール本体１と、リール本体１の側方に配置され
たスプール回転用のハンドル２と、ハンドル２のリール本体１側に配置されたドラグ調整
用のスタードラグ３とを主に備えている。
【００２０】
　リール本体１は、左右１対の側板７ａ，７ｂとそれらを連結する複数の連結部材７ｃと
からなるフレーム７と、フレーム７の左右を覆う左右の側カバー８ａ，８ｂと、フレーム
７の前部を覆う前カバー９とを有している。
【００２１】
　ハンドル２側の側カバー８ｂには、ハンドル２の回転軸が回転自在に支持されている。
後部の連結部材７ｃの下部には、電源コード１５の一端を接続するための本体コネクタ部
１６が設けられている。電源コード１５の一端には本体コネクタ部１６に着脱自在に装着
されるコードコネクタ部１５ａが装着されており、他端には、たとえば１２ボルトの鉛蓄
電池からなる外部電源ＰＳが接続されている。この本体コネクタ部１６を介して、外部電
源ＰＳの電力がリールに供給される。
【００２２】
　前カバー９には、図２に示すように、釣り糸通過用の横長の開口９ａが形成されるとと
もに、開口９ａの下側（リール本体１の前下部）には、内部電源ＩＰ装着用の電源装着部
１７が形成されている。
【００２３】
　リール本体１の内部には、ハンドル２に連結されたスプール１０が回転自在に支持され
ている。スプール１０の内部には、スプール１０を糸巻き上げ方向に回転駆動する直流駆
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動のモータ１２が配置されている。また、リール本体１のハンドル２側側面には、ハンド
ル２及びモータ１２とスプール１０との駆動伝達をオンオフするクラッチ（図示せず）の
操作レバー１１が配置されている。このクラッチをオンすると、仕掛けの自重による糸繰
り出し中に、糸繰り出し動作を停止できる。
【００２４】
　また、リール本体１の内部には、図２～図５に示すように、スプール１０に連動して動
作するレベルワインド機構１３やスプール１０に連動して回転する磁石ホイール１４やハ
ンドル２の回転をスプール１０に伝達する伝達機構（図示せず）等が設けられている。レ
ベルワインド機構１３は、スプール１０と連動して釣り糸をスプール１０に均一に巻き取
るために設けられている。磁石ホイール１４は、スプール１０の回転位置を検出するため
の検出子として設けられている。
【００２５】
　磁石ホイール１４は、図３及び図５に示すように、リール本体１の側板７ａに回転自在
に支持されている。磁石ホイール１４には、ギア部１４ａとギア部１４ａに隣接して磁石
部１４ｂとが形成されている。この磁石部１４ｂには１８０度間隔を隔てて２つの磁石１
４ｃが装着されている。ギア部１４ａは、中間ギア１８を介してスプール１０に形成され
たスプールギア１０ａに噛み合っている。この結果、磁石ホイール１４は、スプール１０
に連動してスプール１０と同方向に回転する。
【００２６】
　リール本体１の上部には、図１及び図２に示すように、水深表示用のカウンターケース
４が固定されている。カウンターケース４には、リール操作のための６つのスイッチＳＷ
１～ＳＷ６等を含む電気部品３３，３５と電気部品３３，３５を接続するための回路基板
３４，３６とが収納されている。カウンターケース４の上面には、図１に示すように、表
示窓２０ａが形成され，表示窓２０ａを介して仕掛けの水深や棚位置を水面からと底から
との２つの基準で表示するための液晶ディスプレイからなる水深表示部５が臨んでおり、
水深表示部５の周囲には操作キー部６が設けられている。操作キー部６は、水深表示部５
の図１右側に上下に並べて配置された２つの変速用のスイッチＳＷ３，ＳＷ２及びモータ
オンオフ及び電源導入のためのスイッチＳＷ１と、右側に上下に並べて配置された誘い設
定用のスイッチＳＷ４と、メモ設定用のスイッチＳＷ５と，各種のモード設定用のスイッ
チＳＷ６とを有している。
【００２７】
　カウンターケース４は、図１及び図６に示すように、ケース本体１９と、ケース本体１
９の内部に装着されたスイッチＳＷ１～ＳＷ６操作用の５つのスイッチ操作部材５０～５
４と、各スイッチ操作部材５０～５４に装着された密着部材５５～５９とを有している。
【００２８】
　ケース本体１９は、図３～図５に示すように、底面が開口する第１ケース部材２０と、
第１ケース部材２０の底面を塞ぐ第２ケース部材２１とを有している。
【００２９】
　第１ケース部材２０は、たとえばＡＢＳ（アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン）
樹脂等の合成樹脂成型品であり、リール本体１の上部に連続して湾曲した滑らかな外側面
を有している。第１ケース部材２０の上面には、矩形の表示窓２０ａが形成されており、
表示窓２０ａの周囲には、５つのスイッチ操作部材５０～５４をそれぞれ露出するための
５つのスイッチ開口２７ａ～２７ｅが形成されている。ここで、スイッチ開口２７ａ～２
７ｄは角が丸められた矩形の開口であり、スイッチ開口２７ｅは丸形の開口である。
【００３０】
　表示窓２０ａには透明樹脂製のカバー部材２２がはめ込まれている。第１ケース部材２
０の内部外周側には箱状の空間を形成し得る角筒状の壁部２０ｂが形成されており、壁部
２０ｂの先端を第２ケース部材２１が閉塞している。
【００３１】
　第１ケース部材２０のスイッチ開口２７ａ～２７ｅの内側には、スイッチ開口２７ａ～
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２７ｅを囲むように形成された壁面２９ａ～２９ｅで構成されたスイッチ収納空間２８ａ
～２８ｅが設けられている。スイッチ収納空間２８ａ～２８ｄは角が丸められた角柱状の
空間であり、スイッチ収納空間２８ｅは円柱状の空間である。各壁面２９ａ～２９ｅの下
部は、他の部分に対して段差が形成され得るように他の部分より大きな開口となっており
、その開口した先端は、回路基板３６に接近した位置まで延びている。このスイッチ収納
空間２８ａ～２８ｅに各スイッチ操作部材５０～５４が収納され、かつ段差が形成された
部分にスイッチ操作部材５０～５４が接触してカウンターケース４の上部がシールされ液
体の浸入が防止されている。
【００３２】
　第２ケース部材２１は、たとえばアルミニウム合金等の導電金属を成型して得られた板
状の部材であり、ねじにより第１ケース部材２０に取り付けられている。第２ケース部材
２１の後部には、下方に突出する舌状の装着片２１ｄが形成されている。カウンターケー
ス４は、装着片２１ｄに装着されたネジにより左右の側板７ａ，７ｂに取り付けられてい
る。また、第２ケース部材２１は前部が連結部材７ｃ上に載置されており、カウンターケ
ース４は、２カ所でねじにより連結部材７ｃに取り付けられている。このように、リール
本体１の連結部材７ｃにカウンターケース４を取り付けることで、カウンターケース４を
リール本体１に強固に取り付けることができ、リールを誤って落下しても、カウンターケ
ース４や内部の機器が損傷しにくい。しかも、リール本体１の側板７ａ，７ｂにも取り付
けているので、カウンターケース４内部の熱がリール本体１に逃げやすい。
【００３３】
　第２ケース部材２１は、左右に間隔を隔てて形成された第１及び第２開口２１ａ，２１
ｂを有している。第２ケース部材２１の両開口２１ａ，２１ｂの間の領域には、下方に突
出した突出部２１ｃが形成されている。第１開口２１ａは、図１に示すように円形の開口
であり、円形の蓋部材２３で閉塞されている。第２開口２１ｂは、磁石ホイール１４に対
向した位置に形成された矩形の開口であり、矩形の蓋部材２４により閉塞されている。こ
れらの両蓋部材２３，２４は、いずれも合成樹脂製の部材であり、ねじにより内側から第
２ケース部材２１に取り付けられている。蓋部材２３の上面中央部は、図３及び図４に示
すようにわずかに凹んで薄肉になっている。
【００３４】
　第２ケース部材２１と第１ケース部材２０の壁部２０ｂの先端との間には、両者の間か
らカウンターケース４内に水が侵入するのを防止するためにたとえば合成樹脂弾性体製の
パッキン２５が装着されている。また、第１開口２１ａ及び第２開口２１ｂと両蓋部材２
３，２４との間にも同様な目的でパッキン２６ａ，２６ｂがそれぞれ装着されている。こ
れらのパッキン２５，２６ａ，２６ｂによりカウンターケース４の底部がシールされ底部
からの液体の浸入が防止されている。
【００３５】
　各スイッチ操作部材５０～５４は基本的に同一構成のため、ここでは図６により、スイ
ッチ操作部材５３を例にスイッチ操作部材５０～５４の基本的な構成を説明する。スイッ
チ操作部材５３は、合成樹脂弾性体製の一体形成された部材である。スイッチ操作部材５
３は、スイッチＳＷ５の操作を行うためにスイッチ開口２７ｄから先端が突出して設けら
れた操作部５３ａと、操作部５３ａと一体形成され操作部５３ａの周囲に拡がる拡大部５
３ｂと、拡大部５３ｂの縁部から筒状に延び壁面２９ｄに接触するシール部５３ｃとを有
している。スイッチ操作部材５０～５４に用いる合成樹脂弾性体としては、スチレン‐ブ
タジエン‐ゴム（ＳＢＲ）、アクリロニトリル‐ブタジエン‐ゴム（ＮＢＲ）、ブタジエ
ン‐ゴム、イソプレン‐ゴム、クロロプレン‐ゴム、シリコーン‐ゴム、ウレタン‐ゴム
などの絶縁性を有する合成ゴムが好ましい。
【００３６】
　操作部５３ａは、直方体形状の部分であり、その底面にスイッチＳＷ５のスイッチ素子
を構成する可動接点６０が固着されている。可動接点６０に対向して回路基板３６には、
１対の固定接点６１が形成されている。拡大部５３ｂは、操作部５３ａの基端側の周囲か
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ら壁面２９ｄに接触する位置まで薄い厚みでやや傾斜して板状に延びている。この拡大部
５３ｂは、操作部５３ａから壁面２９ｄまでの隙間をカバーするとともに、操作部５３ａ
を回路基板３６から離反する方向に付勢するために設けられている。このような拡大部５
３ｂの作用により、操作部５３ａを押圧操作後に手を離すと操作部５３ａが回路基板３６
から離反する方向に自動的に戻る。シール部５３ｃは、壁面２９ｄの段差部より回路基板
３６側に沿って接触するように筒状に形成されている。このシール部５３ｃの内側に密着
部材５８が密着している。
【００３７】
　密着部材５８は、たとえばステンレス合金などの金属製の筒状の部材であり、シール部
５３ｃに沿った形状である。この密着部材５８がシール部５３ｃを壁面２９ｄ側に押圧し
てシール部５３ｃを壁面２９ｄに密着させている。これにより、スイッチ操作を行うため
に、第１ケース部材２０にスイッチ開口２７ｄを設けても、ケース本体１９の内部に上面
側から液体が浸入しにくくなる。しかも、シール部５３ｃを密着部材５８により筒状の壁
面２９ｄに押圧してシールしているので、回路基板３６を装着するためのねじの本数を少
なくすることができ、回路基板３６の装着時に回路基板３６が変形しにくくなる。
【００３８】
　他のスイッチ操作部材５０～５２，５４も同様な構成の操作部５０ａ～５２ａ，５４ａ
、拡大部５０ｂ～５２ｂ，５４ｂ、及びシール部５０ｃ～５２ｃ，５４ｃを有している。
【００３９】
　なお、図４右側のスイッチ収納空間２８ｂに収納されたスイッチ操作部材５１は、１つ
の操作部材５１が２つの操作部５１ａ，５１ａを有しており、図４左側の操作部５１ａが
スイッチＳＷ２の操作（たとえば減速操作）のために使用され、右側の操作部５１ａがス
イッチＳＷ３の操作（たとえば増速操作）のために使用される。また、拡大部５１ｂは、
２つの操作部５１ａ，５１ｂを連結して２つの操作部５１ａ，５１ｂの周囲に延びている
。また操作部５１ａ，５１ａ間の拡大部５１ｂは、Ｕ字形に撓んで形成されており、一方
の操作部５１ａが操作されたときに、他方の操作部がそれに連れて動かないようになって
いる。
【００４０】
　また、図３及び図４に示すように、スイッチ操作部材５０の内部には、可動接点と固定
接点とを有するスイッチ素子ではなく、押しボタン６２ａを有するスイッチ素子６２が設
けられており、操作部５０ａがスイッチ素子６２の押しボタン６２ａを押圧する。したが
って、操作部５０ａには可動接点が固着されていない。
【００４１】
　さらに、図１及び図５に示すように、モード設定のためのスイッチ操作部材５４は、円
形のスイッチ開口２７ｅに収納されており、操作部５４ａは円柱状であり、かつ先端がス
イッチ開口２７ｅから露出しているがスイッチ開口２７ｅより凹んで配置されている。こ
れは、モード設定操作を誤操作するのを防止するためであり、モードを変更する際には、
先が細いボールペンなどを利用して操作部５４ａを操作しなければならない。
【００４２】
　このような構成のカウンターケース４において、スイッチ操作部材５０～５４を第１ケ
ース部材２０に装着する際には、まず、各操作部材５０～５４を第１ケース部材２０の内
側から各スイッチ収納空間２８ａ～２８ｅに装着する。そして、シール部５０ｃ～５４ｃ
を壁面２９ａ～２９ｅに段差に当接するまで押し込む。この状態で、密着部材５５～５９
を各シール部５０ｃ～５４ｃの内側面に装着することで、シール部５０ｃ～５４ｃが壁面
２９ａ～２９ｅに密着して各スイッチ開口２７ａ～２７ｅがシールされる。ここでは、壁
面２９ａ～２９ｅに段差を設けているので、スイッチ操作部材５０～５４のシール部５０
ｃ～５４ｃを段差に当接させるだけで簡単にスイッチ操作部材５０～５４を各スイッチ収
納空間２８ａ～２８ｅに装着できる。
【００４３】
　カウンターケース４内の上部には、図２に示すように、水深表示部５と、水深表示部５
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や操作キー部６に接続されたリール制御部３０とが配置されている。リール制御部３０は
、カウンターケース４内に配置されたＣＰＵ，ＲＡＭ，ＲＯＭ，Ｉ／Ｏインターフェイス
等を含むマイクロコンピュータを含む複数の電気部品３５と複数の電気部品３５を接続す
るための回路基板３６とを含んでいる。リール制御部３０は、制御プログラムに従って水
深表示部５の表示制御やモータ駆動制御等の各種の制御動作を実行する。
【００４４】
　カウンターケース４内の下部にはモータ１２をＰＷＭ駆動するＰＷＭ駆動回路３１が配
置されている。ＰＷＭ駆動回路３１は、第２ケース部材２１の突出部２１ｃ内に配置され
ている。ＰＷＭ駆動回路３１は、モータ１２を駆動するための駆動素子としてのＦＥＴ３
２を含む複数の電気部品３３と、複数の電気部品３３を接続するための回路基板３４とを
含んでいる。ＰＷＭ駆動回路３１は、リール制御部３０と配線により接続されている。こ
のＦＥＴ３２は、第２ケース部材２１の突出部２１ｃにねじ止めされており、第２ケース
部材２１により冷却される。ＰＷＭ駆動回路３１は、リール制御部３０によりデューティ
比が制御されてモータ１２を可変に駆動する。
【００４５】
　なお、リール制御部３０の回路基板３６は、第２ケース部材２１にねじにより固定され
ており、ＰＷＭ駆動回路３１の回路基板３４は、蓋部材２４とともに第２ケース部材２１
にねじにより固定されている。この場合には、カウンターケース４内に収納される回路基
板３４，３６が全て第２ケース部材２１に装着されるので、２つの回路基板３４，３６を
第２ケース部材２１に装着した状態で各種のテストを行える。そして、テストに合格した
回路基板を装着した第２ケース部材２１だけを第１ケース部材２０に装着できる。このた
め、組立工数が減少しかつテスト不合格品の修正が容易になりコストダウンを図ることが
できる。
【００４６】
　また、カウンターケース４内の下部には、図３に示すように、各種警報音を出力するブ
ザー４０やスプールの回転方向及び速度を検出するためのスプールセンサ４１も配置され
ている。
【００４７】
　ブザー４０は、図３及び図４に示すように、蓋部材２３の上面に装着された圧電素子４
０ａから構成され、上面が凹んだ蓋部材２３との間にわずかな隙間が形成される。ブザー
４０は、リール制御部３０に接続されており、圧電素子４０ａを振動させることで隙間に
形成された空間を介して蓋部材２３を振動させて外部に音を伝達する。ここでは、第２ケ
ース部材２１に合成樹脂製の薄肉の蓋部材２３を設けそこに圧電素子４０ａを配置したの
で、導電金属製の第２ケース部材２１でカウンターケース４を閉塞してもブザー４０が確
実に動作する。
【００４８】
　スプールセンサ４１は、前後に並べて配置された２つのリードスイッチ４１ａ，４１ｂ
から構成されている。リードスイッチ４１ａ，４１ｂは、リール制御部３０に接続されて
おり、蓋部材２４に面して配置されている。リードスイッチ４１ａ，４１ｂは、磁石ホイ
ール１４に装着された２個の磁石１４ｃを検出する。この検出パルスをリール制御部３０
で計数することでスプール１０の回転数を検出できる。また、いずれのリードスイッチ４
１ａ，４１ｂが先に検出パルスを発したかによりスプール１０の回転方向を検出できる。
ここでは、リードスイッチ４１ａ，４１ｂが合成樹脂製の蓋部材２４に配置されているの
で、導電金属製の第２ケース部材２１の影響を受けることなく磁石ホイール１４の磁石１
４ｃを確実に検出できる。
【００４９】
　このような構成の電動リールでは、釣り糸を繰り出す時には、クラッチを操作レバー１
１によりオフし、スプール１０を自由に回転させ、釣り糸に装着された重りの自重により
釣り糸を繰り出す。釣り糸が繰り出されるとスプール１０が回転し、スプールセンサ４１
の検出パルスにより水深表示部５の水深表示が繰り出し量に応じて変化する。仕掛けが棚
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に到達すると、操作レバー１１によりクラッチをオンして釣り糸の繰り出しを停止する。
【００５０】
　魚の当たりがあると、操作キー部６に配置されたスイッチＳＷ１やスイッチＳＷ２，Ｓ
Ｗ３を操作し釣り糸を巻き上げる。スイッチＳＷ１を操作すると、その操作に応じてリー
ル制御部３０が所望の回転速度に達するまでＰＷＭ駆動回路３１のデューティ比を制御し
、制御されたデューティ比でＰＷＭ駆動回路３１がモータ１２を可変に駆動する。また、
スイッチＳＷ２，ＳＷ３を操作すると、モータ１２の増減速が可能になる。
【００５１】
　この結果、モータ１２は、所望の回転数まで上昇してその回転数を維持する。また、こ
の巻き上げ時に作用する負荷に応じてＦＥＴ３２は発熱するが、スプール１０の回転によ
り発生する空気の流れが第２ケース部材２１に当たり第２ケース部材２１を冷却する。こ
の結果、第２ケース部材２１に取り付けられたＦＥＴ３２が容易かつ確実に冷却される。
【００５２】
　また、スイッチ操作部材５０～５４の筒状のシール部５０ｃ～５４ｃを密着部材５５～
５９で押圧してスイッチ開口２７ａ～２７ｅからの液体の浸入を防止しているので、回路
基板と第１ケース部材とでシール部を挟んでシールする従来技術に比べて、回路基板３６
の変形を抑えてカウンターケース４を確実にシールできる。
【００５３】
　〔他の実施形態〕
　（ａ）前記実施形態では、スイッチ操作部材５０～５４を合成樹脂弾性体で一体成形し
たが、例えば、操作部５０ａ～５４ａと拡大部５０ｂ～５４ｂとシール部５０ｃ～５４ｃ
との少なくとも一部を異なる樹脂で成形してもよい。このとき、拡大部５０ｂやシール部
５０ｃは、合成樹脂弾性体を用いるのが好ましい。
【００５４】
　（ｂ）前記実施形態では、拡大部５０ｂ～５４ｂで操作部５０ａ～５４ａを回路基板３
６から離反する方向に付勢したが、別にコイルばねなどの付勢部材を回路基板３６と操作
部５０ａ～５４ａとの間に配置し、操作部５０ａ～５４ａを回路基板３６から離反する方
向に付勢してもよい。
【００５５】
　（ｃ）前記実施形態では、２つの回路基板３４，３６を第２ケース部材２１に装着した
が、リール制御部３０の回路基板３６は、第１ケース部材２０に装着してもよい。この場
合には、回路基板が別々の部材に装着されるので、装着位置の自由度が高くなる。また、
発熱量が多いモータ駆動装置の回路基板を第２ケース部材２１に装着することでより効率
的に放熱される。
【００５６】
　（ｄ）前記実施形態では、各スイッチ収納空間２８ａ～２８ｅの壁面２９ａ～２９ｅに
段差を設けてスイッチ操作部材５０～５４の装着を行いやすくしたが、段差を設けなくて
もよい。
【００５７】
【発明の効果】
　本発明によれば、筒状のシール部を密着部材により壁面に密着させてシールしているの
で、回路基板を固定するねじでシール部を押圧する必要がなくなる。このため、回路基板
を装着するためのねじを最小限に抑えることができ、回路基板の変形を抑えて電気部品収
納ケースを確実にシールできる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施形態を採用した電動リールの平面図。
【図２】　その縦断面図。
【図３】　カウンターケースの断面図。
【図４】　図３のIV－IV断面図。
【図５】　図３のＶ－Ｖ断面図。
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【図６】　スイッチ装着部分の断面拡大図。
【符号の説明】
　　１　リール本体
　　４　カウンターケース
　　５　水深表示部
　１０　スプール
　１９　ケース本体
　２０　第１ケース部材
　２１　第２ケース部材
　２７ａ～２７ｅ　スイッチ開口
　２８ａ～２８ｅ　スイッチ収納空間
　２９ａ～２９ｅ　壁面
　３５　電気部品
　３６　回路基板
　５０～５４　スイッチ操作部材
　５０ａ～５４ａ　操作部
　５０ｂ～５４ｂ　拡大部
　５０ｃ～５４ｃ　シール部
　５５～５９密着部材
　６０　可動接点
　６１　固定接点
　６２　スイッチ素子
　ＳＷ１～ＳＷ５　スイッチ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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